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ての保存）まで、その全体を包括して見渡すことができる視点、爆発的に資料が増大する
なか、それを生み出す組織・手続きについての幅広い知見が必要となる。このように記す
と途方もない、スーパーマンでもなければ対応できないような事態に見えるかもしれない
が、これに対応し得る力のバックボーンとなるのが歴史学研究・歴史的素養なのである。
歴史的な諸制度を通じ文書を分析し、その形式や真正性、信頼性、正確性を確定させてい
く、国立文書学校で長い伝統を持つ文書学は、この来るべき（既に来ているが）電子環境
において確かな道しるべとなるだろう。
　あらゆる技術が「一瞬のうちに」浮かんでは消えていく電子という環境のなかで、「永
久に」残すべきアーカイブズを選択し、管理していくことがアーキビストの役割の一つと
なりつつある。紙からデジタルへという環境の変化は、逆説的に、アーキビストにおける
歴史的素養の重要性を私たちに再認識させているのである。
　以上、ここまでオリヴィエ・ポンセ教授の講演の概略を紹介してきた。講演は国立文書
学校が創設された19世紀から今我々が生きる21世紀まで、およそ 2 世紀の時を貫く非常に
長大かつ緻密で示唆に富んだものであった。まさしくアーキビストに必要な「長期的な視
野」によるものだと言えるだろう。
　国立文書学校の存在は知ってはいたものの、詳細については学ぶことを怠っていたため、
筆者は恥ずかしながら本講演で初めて国立文書学校の歴史および体制を学んだ。常に時代
の波と格闘し続けたその歴史は、我々に今の時代状況とどのように向き合うべきかを示唆
するものでもあるだろう。また、鶏と卵の話ではないが、養成機関である国立文書学校が
逆にフランスのアーカイブズ制度を「養成」してきたように感じられた点は非常に興味深
かった。フランスのアーカイブズ養成制度と日本の現状を単純比較するのは早計であるが、
歴史・現在において何が異なり、何が共通しているのか、そして未来に向けてどのような
課題をそれぞれ有しているのかを認識し、今後のアーカイブズ制度に向けて我々は何をし
ていくべきなのか議論していくことが重要であろう。
　末筆ながら、今回深い学びを得る機会を与えてくださったオリヴィエ・ポンセ教授なら
びに翻訳・通訳を行ってくださった岡崎敦教授に深く感謝申し上げたい。
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